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感動と友情が芽生える 

楽しい学校 北 陵 タイムズ 

子供が行きたくなる学校 保護者が安心して預けられる学校 職員が楽しく勤務できる学校 地域が応援したくなる学校    

２月行事 
１ 木 公立高校前期入試 

２ 金 小中美術展（～７日） 

６ 火 部活動テスト前中止（～13日） 

９ 金 令和６年度入学説明会 

13 火 学年末テスト（～14日） 

17 土 栗林スポーツ賞・浜教育文化賞授賞式 

26 月 表彰伝達式 

27 火 専門委員会 

29 木 学年学級育友会（１,２年） 

１月のあしあと 
◆受賞おめでとうございます 
 1月27日（土）市内ホテルにて「諫早市中高生文芸コンクー

ル」の表彰式がありました。本校から６人が入賞しました。 
・詩  最優秀賞 是成夏穂（2年）優秀賞 森悠莉（2年） 

・俳句 最優秀賞 鴨川景一（2年） 

・随筆 優秀賞  大櫛晴也（2年）優秀賞 本田三結（2年）  

・短歌 奨励賞  尾下和花（2年） （敬称略） 
 

◆お礼が言いたくて… 
 1月23日、北小１年生女児のお母様からお電話をいただきま

した。朝の登校時、福田町十八親和BKの近くで娘さんが転び、

それを見ていた本校女子生徒がかけより手助けをしてあげたそ

うです。その際自分のノートを破り「１年３組の先生へ。〇〇

ちゃんが転んで足をすりむいてけがをしています。血は出てい

ませんがよろしくお願いします」という内容を書いて女の子に

持たせたというのです。帰宅後連絡帳にはさまっているメモに

気づき、お母様が「誰が手助けをしてくれたのか分からない

が、お礼を言いたくて電話をしました」ということでした。 

 「目の前にある局面で自分に何ができるか…」自ら考えて行

動するという点において、素晴らしい行為であると思います。

早速全校生徒に放送でその善行を紹介しました。「本当にあり

がとうございました。」 

 

 元日に能登半島地震が発生してから早や１か月が

過ぎました。被害の全容が徐々に明らかになってき

ましたが、寒さの中、被災地の皆さんは過酷な生活

が強いられています。ましてや親元を離れ集団避難

をしている中学生も多数いるのです。受験期、また

卒業間近で重要な時期だと思いますが、1000キロ以

上離れた諫早から心からエールを送りたいと思いま

す。「がんばってください」 

 さて、本市では１月下旬は寒波が到来、積雪もみ

られ、子供たちの学校生活にも影響が出るほど寒い

１週間を体験しました。その後やや寒が緩み、昨日

立春を迎えましたが、まだまだ寒さは続きます。 

 今年の冬はインフルが猛威をふるっています。先

週は２年生を中心に罹患者が急増し、学級閉鎖を行

い、同時に休日の過ごし方にご協力をいただきまし

た。引き続きうがい・手洗い・換気等の予防対策を

ご家庭と連携しながらとっていきたいと思います。 

 ３年生は私立、公立ともに、順調に入試前半を終

えています。一人として体調を壊すことなく入試に

臨めてい

ることが

素晴らし

いと思い

ます。こ

の後も入

試後半に向けての頑張りを期待します。 

 今月中旬は学年末テストがあります。いわば学習

面における１年間の総決算です。これまでの学習の

成果を十分に発揮することができるよう学習計画を

立て、自宅学習に臨むことを期待します。 

 ２月は「逃げ月」と言われるほど、あわただしく

あっという間のひと月になりそうですが、１年間の

まとめの時期でもあります。子どもたちのよき成長

を願いつつ、充実した２月になることを期待してい

ます。 

 職員一同、お子様の頑張りを応援していきます。

ご家庭におかれましても励ましをお願いします。 

立 春 
暦の上ではもう春 しかし 

寒さはしばらく続きそうです 

雪に包まれた本校校舎（１月24日） 
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